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日本最大の総合探偵社ガルエージェンシーが顧客向け調査データ保管サービスとして 

USシステムズの「e Document Archive Lite」を採用 

 

ガルエージェンシー株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役：大徳直美、以下ガルエージェ

ンシー）は顧客の調査データの保管先としてユニバーサルソリューションシステムズ株式会社（証

券コード：3390 JASDAQ、本社：東京都港区、代表取締役社長：山口浩行、以下ＵＳシステムズ）

の SDB アーキテクチャーを利用した個人顧客向けデータ保管サービス「e Document Archive Lite」

（以下 eDA Lite）を採用しました。 

  

●高セキュリティと利便性で顧客向け調査データ保管サービスに「eDA Lite」を採用 

「eDA Lite」は、US システムズで提供しております高機能セキュリティファイル共有サービス

「Security Data Box」（国際特許出願：PCT/JP2006/311476 発明名称：暗号化通信方法及び暗号

化通信システム）の個人向け ASP ソリューションです。「Security Data Box」は大学等での遺伝子

情報データベースのネットワーク構築を目的に総務省所管の独立行政法人「情報通信研究機構」で

の３年間にわたる実証実験を経て完成した US システムズの高度セキュリティシステムをベーステ

クノロージーとして開発されており、データ引き出しにあたっては３つのセキュリティ要素が全て

そろうことが必要となる３点間認証や DB への分解保存、サーバ管理者でもデータの閲覧が不可能

であるなどの US システムズオリジナルの高セキュリティ技術です。 

 

今回、ガルエージェンシーに顧客向けソリューションとして「eDA Lite」を採用いただいた背景

といたしましては、平成 17 年２月公表「興信所業者が講ずべき個人情報保護のための措置の特例

に関する指針」及び、平成 19 年６月施行「探偵業の業務の適正化に関する法律」がございます。

これにより興信所では調査が終了した調査データを直ちに破棄することが必要となりました。 

その結果、顧客は万全で厳重なセキュリティ下に自らのデータを保管しておく必要があります。 

そこで、セキュリティの信頼性と利便性を総合的に判断された結果、SDB アーキテクチャーを利

用した US システムズ製品の「eDA Lite」を顧客向け調査データ保管サービスとして採用いただき

ました。 

 



【ご参考】 

●ガルエージェンシー株式会社について 

全国に 180 ネットワークを持つ総合探偵社です。その全国を網羅した FC ネットワークを生かし

た機動力と情報力で、他の探偵事務所には真似のできない調査力を有しています。そのほかにも有

能な探偵の輩出を目的に、全国７ヶ所にてガルエージェンシー直営のガル探偵学校を運営し、人材

の育成にも力を注いでいます。 

http://www.galu.co.jp/ 

 

●ユニバーサルソリューションシステムズ株式会社ついて  

成長企業を対象に業種業界を越えITソリューション全てをカバーしたサービスの提供をメイン

事業としており、これまでに外食、中食、アミューズメント、介護など複数の業種に対するシステ

ム提供の実績があります。またセキュリティ分野に関してはオリジナルソリューションの提供に加

え、他社コンテンツソリューションへのソフトウェア組み込みによる提供も開始しております。 

http://www.u-s-systems.co.jp/ 

 

●SDB アーキテクチャーについて 

SDB アーキテクチャーとは「Security Data Box」を構成する基本技術のことです。 

「Security Data Box」は US システムズオリジナルの高度セキュリティシステムです。データを預

かるデータセンター、認証センター、ユーザークライアントが互いに連携・認証を行うことで、利

便性を保ちながらこれまでにない安全性を実現しました。データセンターに、ユーザークライアン

トごとに異なるキーで暗号化して保管。暗号化されたファイルの解読キーを手に入れるためには、

ユーザークライアントの保持するキーと認証センターが保持するキーの２つが必要で、「Security 

Data Box」は、この３つのキーの存在によって、極めて強固なセキュリティを実現しています。こ

の高度セキュリティシステムを実現させる技術群を SDB アーキテクチャーと呼び「eDA Lite」はこ

の SDB アーキテクチャーを使った ASP ソリューションです。 

 

注：「Security Data Box」は、ユニバーサルソリューションシステムズ株式会社の登録商標です。 

 
 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

ユニバーサルソリューションシステムズ株式会社 

〒107-6017 東京都港区赤坂1-12-32 アーク森ビル17階 

製品問合せ窓口 TEL:03-3568-1380 FAX：03-3568-1339 

広報窓口     TEL:03-3568-1331 FAX：03-3568-1339 

E-mail：iradmin@u-s-systems.co.jp 
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